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第５ 研究の成果と今後の取組 

１ 研究の成果 

(1) 各教科における身に付けさせたい力の育成 

 各教科において、「生きる力を育む」という共通主題を踏まえ、各教科における身に付けさせ

たい力を定め、調査から明らかになったことを基に設定した手だてを講じたことにより、身に

付けさせたい力を育むことができた。各教科の身に付けさせたい力は以下のとおりである。 

 ○国語  「的確に根拠を示して思考の過程や結果を表現する力」 

 ○社会  「伝統や文化を広い視野で理解・認識する力」 

 ○算数・数学 「事象を算数・数学的に捉えようとする力」、「事象を数理的に考察し、表現・

判断する力」 

 ○理科  「問題に対し既習事項や生活経験などの根拠をもって予想し、仮説を立てる力」 

      「予想や仮説と照らし合わせて観察・実験の結果を考察する力」 

 ○外国語 「英語で表現できる実践的な運用能力」 

(2) 身に付けさせたい力に迫るための有効な手だての明確化 

 身に付けさせたい力に迫るために、昨年度の調査研究を基に設定した「各教科共通の手だて」

の６点と「各教科が設定した手だて」を位置付けて検証授業を行い、各教科において有効であ

る手だてを明確にすることができた。各教科で共通する有効な手だては、以下の２点である。 

○思考力・判断力・表現力等を育むために、考える時間や自分の考えを書く時間、表現する

時間を授業に適切に位置付け、その学習活動を継続的に行う。 

○確かな学力の定着と伸長を図るために、授業のはじめに単元や本時のねらいを児童・生徒

に明示し、授業の終わりに振り返りをさせる活動を継続して行う。 

(3) 小学校・中学校・高等学校の各段階での効果的な手だての明確化 

 各学校段階で効果的な手だてには違いがあり、実態に即して手だてを位置付けることが必要

なことが明らかになった。以下は、各教科における主なものである。 

○国語  表現する活動において、小学校では理由、中学校では根拠、高等学校では妥当性

の高い根拠を用いる学習内容を設定すること 

○社会  伝統や文化を理解する上で、小学校では体験的な活動や人材活用、中学校・高等

学校では資料からの情報収集等を実施すること 

○算数・数学 自力解決の段階において、小学校では具体物や半具体物の活用、中学校では身の

回りの事柄との関連の明示、高等学校では、既習の定義や公式を活用すること 

○理科  考察の記述では、発達の段階に応じて記述する観点を明示すること 

○外国語 話すこと、書くことにおいて、中学校では身の回りや身近な場面、高等学校では

社会的な話題をテーマに設定すること 

(4) 本研究における身に付けさせたい能力に迫る単元計画や学習過程のモデルの提案 

 ○国語では、小学校・中学校・高等学校における単元を通しての学習過程を示した。 

○社会と理科では、問題解決的な学習を小学校、中学校、高等学校の実態に応じて行う必要

があることを示し、校種や内容に応じた学習過程のモデルを示した。 

○算数・数学と外国語は、全ての校種で共通した１単位時間の学習の展開を示した。 
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各教科の特性や発達の段階に応じて単元構成や１単位時間の学習の組み立てに違いがある

ことを明確にすることができた。これらのモデルを参考とすることにより、授業改善を図る

ことができる。 

(5) 指導事例の作成 

 検証授業から、手だてを明確に位置付けた指導事例を作成した。全時間の展開例を示し、単

元を通して、どのように学習の組み立てを行うかが見通せる事例を開発することができた。本

指導事例は、単元構成や１単位時間の学習の組み立てを行う際に活用でき、授業改善に役立て

ることができる。また、指導事例を東京都教職員研修センターのホームページに掲載し、広く

活用できるようにした。 

(6) 系統表の作成 

 基礎研究、調査研究、研究開発を通して系統表を作成した。系統表を活用することにより、

小・中・高の12年間の学びにおける、各発達の段階で身に付けさせたい力を教師が理解するこ

とができた。また、指導する段階の前や後で身に付けさせる力も踏まえて、授業の組み立てや

手だてを設定することにつながり、授業改善に活用することができる。このことによって、児

童・生徒の能力の定着を図ることができる。 

(7) 小学校・中学校・高等学校の教員の交流 

 本研究では、検証授業を校種の違う調査委員が参観し合い、研究を進めてきた。他校種の授

業を参観する機会は、小学校と中学校では、小中連携の取組が進み一定程度あるものの、高等

学校の授業を小学校と中学校の教員が見る機会や、高等学校の教員が小学校や中学校の授業を

見る機会は少ないと言える。調査委員からは、他校種の授業を実際に参観して、指導の実態を

理解することの大切さについて実感する声が多く上がった。 

２ 今後の取組 

(1) 研究成果の普及・啓発 

 研究成果の普及・啓発として次の取組を行っていく。 

 ・研究の成果を研究紀要及び指導資料にまとめ、各学校等に配布し、授業改善に役立てる。 

 ・東京都教職員研修センターの教育経営課、授業力向上課、専門教育向上課の研修で、研究

内容を踏まえた研修を実施する。 

 ・都教委訪問等で、研究内容を踏まえた指導・助言を行い、学校での指導改善を図る。 

・東京都教職員研修センターで実施する夏季集中講座や研究発表会、各種研修において、研

究内容の普及を図る。 

・調査委員が、教職員研修センターにおける各研修においての講師を行うほか、各地域での

普及・啓発を図り、教科の指導の改善に資するようにする。 

 ・指導事例、系統表等研究に関わる開発物を教職員研修センターのホームページに掲載し、

研究成果を活用しやすくする。 

(2) 小・中・高の学びの連携 

 本研究の成果を、校種間の連携に役立てていく。また、小・中・高の教員が他校種の授業を

参観する機会を研修等に位置付け、教育課程の連続性を踏まえた指導改善に生かしていくよう

にする。 
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